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　お買い物や調理の工夫をしても、どうしても生ごみは出てしまいます。そんな生ごみは
大型生ごみ処理機や家庭用生ごみ処理機、たい肥化容器でも減量することができますが、
ダンボールコンポストを使用するともっと手軽に処理することができます。また、ごみ袋
も軽く、小さくなり、台所もきれいになります。

ダンボールコンポストを使ってみましょう！ダンボールコンポストを使ってみましょう！

●コンポストの中に入れて、生ごみを分解処理するためのものです。

●竹チップの他に、ピートモスやココピートなどがあります。

何でも入れてもいいの？

なぜダンボールなの？

ダンボールコンポストとは？

※基材とは？

通気性が良いので 
水分調整が簡単。

電気を使わないので
手軽にできる。

コンパクトなので 
ベランダでもできる。

軽いので 
持ち運びも簡単。

ダンボール箱に※基材を入れて、生ごみを

微生物により処理するものです。

生ごみを
投入

● 腐った食べ物。 ● 大きな骨。 ● ビニールなどの　
　 微生物が分解
　 できないもの。

入れてはいけないもの入れていいもの

● 食べられるものなら
　 大体大丈夫です。

合
格

● ネギなどの繊維質の多い　
　 ものは細かく切ってから
　 入れてください。

合
格

ダンボー
ルと基材

Point!

町田市では地域資源の有効活用と竹林保全
の視点から、町田市内の竹を使用した竹
チップと竹炭をダンボールコンポストの基
材に利用しています。

そのほか、食べられないもの


